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レトロスペクティブ（ふりかえり）でよく行われるのが

KPT（「けぷと」または「けーぴーてぃー」と読みます。

Keep、Problem、Try の頭文字です）。 

アジャイルがきっかけとなって広く知られるようになり

ましたが、他にも KDA（Keep、Drop、Add）、SSK（Stop 

Doing、Start Doing、Keep Doing）、SSS（Start、Stop、

Stay）、KC（Keep、Change）といったバリエーションがあり

ます。日本では KPT が主流でしょうか。 

◆◆◆◆    KPTがうまくいかないがうまくいかないがうまくいかないがうまくいかない理由理由理由理由 

KPT は、 

・ 続続続続けたいことけたいことけたいことけたいこと（（（（KeepKeepKeepKeep））））    

・ 直直直直したいことしたいことしたいことしたいこと（（（（ProblemProblemProblemProblem））））    

・ やりたいことやりたいことやりたいことやりたいこと（（（（TryTryTryTry））））    

の 3 つの視点でタイムボックス（一定に区切った期間）を

チームでふりかえり、次のタイムボックスでやることを共

有します（図 1）。 

KPT は時間をかけずに手軽に出来ますが、うまくいか

ないという声をよく耳にします。うまくいかない理由はい

ろいろあるでしょうが、 

・ 特定特定特定特定のののの人人人人しかしかしかしか発言発言発言発言しないしないしないしない    

→声の大きな人の意見がチームの意見となる 

→他の人が発言しにくい雰囲気になる 

・ 言葉言葉言葉言葉のののの空中戦空中戦空中戦空中戦になるになるになるになる    

→人の意見を聞かずに自分の意見を通そうとする 

→自分の意見を言わずに人の意見を否定する 

・ 責任責任責任責任追及追及追及追及のののの場場場場になるになるになるになる    

→「意見」ではなく「個人」を批判する 

→建設的な意見が出にくい雰囲気になる 

・ TryTryTryTry ではなくではなくではなくではなく ToDoToDoToDoToDo をををを出出出出すすすす    

→やりたくないこと、仕方なくやることが羅列される 

→全員の合意が得られていないまま決まる 

といったあたりが主な要因かと思います。 

言葉の空中戦にならないように、ホワイトボードやプロ

ジェクタを使って意見を「みえる化」することが行われま

すが、問題もあります。 

ホワイトボードに書き出す場合、スペースがなくなった

頃に先行する意見と関連のある意見が出てきても、それ

らを結びつけて表すことが難しくなります。 

また、PC 上のマインドマップツールを使ってプロジェ

クタで表示しながら意見を書き出していくことは効果的

に見えますが、参加者の目が現在書かれている場所に

集中したり、全体が見えなくなったりするため、アイデア

が広がらない、傍観者になる人が出る、ということになり

がちです。 

 

図図図図    1111    KPTKPTKPTKPT    

Keep に挙がったことを更に良くするために、Problem

に挙がったことを変えるために、やってみたいことを Try

に挙げていくわけですが、Try ではなく ToDo を考えてし

まうと、「やりたくはないけれど、やらざるを得ないこと」が

挙がり、モチベーションは上がりません。そのような
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ToDo は実行されないことが多く、せっかくのふりかえり

の結果が生かされないのでしょう。 

◆◆◆◆    KPTをうまくやるためにをうまくやるためにをうまくやるためにをうまくやるために 

お薦めのやり方を紹介します。 

・ PCPCPCPC ややややホワイトボードホワイトボードホワイトボードホワイトボードはははは使使使使わずわずわずわず模造紙模造紙模造紙模造紙をををを使使使使うううう    

模造紙を横にして壁（またはホワイトボード）に貼

り、KPT の区画を描きます。 

・ 意見意見意見意見をををを「「「「言言言言うううう」」」」のではなくのではなくのではなくのではなく「「「「大大大大きなきなきなきな付箋紙付箋紙付箋紙付箋紙にににに太太太太いいいいペンペンペンペン

でででで書書書書きききき出出出出すすすす」」」」（（（（図図図図 2222））））    

その際、ディスカッションはあまりせず、思いつい

たことを付箋紙に書き、すぐに KPT の該当エリアに

貼ります。ディスカッションになると特定の事項の議

論に時間がかかってしまいます。 

・ KeepKeepKeepKeep からからからから先先先先にににに考考考考えるえるえるえる    

自分たちの良いところから考えることで、思考も

活性化します。 

・ 曖昧曖昧曖昧曖昧なななな書書書書きききき方方方方をしているものはをしているものはをしているものはをしているものは具体的具体的具体的具体的にするにするにするにする    

例えば Problem に「コミュニケーション」という付箋

紙が貼ってあったら、意見交換の場が少ないのか、

意見交換をしにくい状況なのか、それはなぜなの

か、などを考えて具体的にしていきます。 

・ KeepKeepKeepKeep とととと ProblemProblemProblemProblem がががが溜溜溜溜まるまでまるまでまるまでまるまで TryTryTryTry はははは出出出出さないさないさないさない    

Try は、Keep と Problem で具体的な要因が見え

てから出します。 

・ 書書書書くくくく事事事事をををを思思思思いつかないときはいつかないときはいつかないときはいつかないときは他他他他のののの人人人人がががが書書書書いたいたいたいた付箋付箋付箋付箋

紙紙紙紙からからからから連想連想連想連想することがないかすることがないかすることがないかすることがないか考考考考えるえるえるえる    

人と違うことを書く必要はありません。重複しても

OK で、連想したことも書き出します。 

・ 貼貼貼貼りだされたりだされたりだされたりだされた付箋紙付箋紙付箋紙付箋紙がががが増増増増えてきたらえてきたらえてきたらえてきたら類似類似類似類似してしてしてしているもいるもいるもいるも

のののの同士同士同士同士をををを近近近近くにくにくにくに寄寄寄寄せるせるせるせる    

これはホワイトボードに書き出していては出来な

いことです。類似した内容が多いということは、それ 

がチームの共通認識ということです。似ている付箋

紙同士を近づけたら「なぜなぜ分析（「5 つのなぜ」

とも呼ばれます）」を余り時間をかけずにやります。 

・ 「「「「なぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜ分析分析分析分析」」」」のののの結果結果結果結果をもとにをもとにをもとにをもとに、、、、TryTryTryTry をををを付箋紙付箋紙付箋紙付箋紙にににに

書書書書いていていていて貼貼貼貼りだすりだすりだすりだす    

Keep、Problem 同様、あまりディスカッションせず

に書き出し、似ているものを近づけます。 

・ TryTryTryTry にあがったにあがったにあがったにあがった項目項目項目項目のうちのうちのうちのうち、、、、全員全員全員全員がががが合意合意合意合意できるものできるものできるものできるもの

をををを選選選選ぶぶぶぶ    

ディスカッションして全員の合意を得ます。これが

次のタイムボックスで実行することです。 

 

図図図図    2222    意見意見意見意見をををを「「「「貼貼貼貼るるるる」」」」    

これは、私がふりかえりのファシリテーションを担当す

る際に実施しているものです。先日も 4 人一組でグルー

プを組み、4 グループ同時進行で実施しました。サポー

トはしましたが、4 グループとも全員参加で 30 分の間に

模造紙は大量の付箋紙で埋まりました。Try で合意した

ことは概ね実行されていたようで、「うまくいった KPT」と

いえるでしょう。 

ふりかえりはアジャイルのような反復開発でなくても効

果があると思います。KPT を実施する際のご参考にな

ればと思いますし、KPT 以外にも多くのアクティビティが

あるので、試してみてはいかがでしょうか。 


